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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 6
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 8
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（1.92％）□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（20％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 楽石研究会
会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

株式会社深沢工務所株式会社深沢工務所

番号：
1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT-140046-A

活用の効果

ポケット式落石防護網工の撤去・新設
1.9%
20%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ケイワンコイルネット工法
収受受付年月日 平成27年6月1日

変更受付年月日

既設のポケット式落石防護網を撤去せずに有効利用し、
コイルネットを巻付ける簡単施工で補強する工法

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成26年7月22日

問合せ先

株式会社深沢工務所 山梨県南巨摩郡身延町手打沢1271

本社
0556-42-2045

川口恭輔

0556-42-4306

0556-42-2045

jun@fukasawa-k.com

kawaguchi@kenfighter.com

登録No. 1545

1

2013年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

1)何について何をする技術なのか？
経年の風化等により新たな保全対象物が発見され、既設の落石防護網では捕捉できな
いと判断された場合や、繰り返し落石が発生している箇所などに、既設落石防護網を
撤去せず、補強ワイヤーロープ・アンカー及び新開発した硬鋼線コイルネットを巻付
ける簡単施工で補強する工法です。
2）従来はどのような技術で対応していたのか？
既設の落石防護網を撤去・廃棄し、支柱・金網・アンカーを新たに新設更新してい
る。
3）公共工事のどこに適応できるのか？
「落石対策工事」想定落石エネルギーが最大150ｋJの箇所

山梨県南巨摩郡身延町手打沢1271

開発事業部 0556-42-4306

望月　潤

株式会社深沢工務所



ケイワンコイルネット工法 登録No. 1545

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　）

資料-2　ケイワンコイルネット工法標準積算資料

資料-1　ケイワンコイルネット工法　設計・施工マニュアル
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①【補修位置確定調査】　既設落石防護網点検として、健全性調査を行う。調査終了箇所
は、Ｋ-oneタグを取付、可視化させる。　②【補修対象の補修】　補修位置確定調査後、不
良個所について補修交換を実施し、既設落石防護網を健全化する。　③【落下物防止作業構
台設置】落石物防止作業構台を既設落石防護網に設置する。　④【補強アンカー組立】　岩
部用アンカー（D22.L=1000mm)を標準とする。ただし、現場状況により土砂部での施工とな
る場合はこれらと同等の強度を有する土砂部用アンカーを使用する。また、土被り厚が5cm
以下で岩部に当たる場合は、L=1500mmの岩部用アンカーを使用する。⑤【補強ワイヤーロー
プ設置】　（補強吊ワイヤーロープ）補強吊ワイヤーロープと支柱頭部の連結は、巻付ク
リップとシャックルによって行う。（補強横ワイヤーロープ）設置した横ロープが移動しな
いように既設縦ロープにクロスクリップを用いて固定する。最下端及び2段目横ロープにお
いては、落石発生時容易に取り外せるようターンバックルを用いて取り付ける。　⑥【コイ
ルネット組立】　コイルネットの設置は、コイルネットをスパン端部から螺旋状に回転さ
せ、既設金網ネットに挿入し、計画高まで上部より下方に設置していく。コイルネットの連
結については、重ね部を200mm以上とし、コイルネット重ね合わせ1箇所あたり最低2個以上
のスリーブを用いて連結する。　⑦【出来形確認】　各項目の出来形を確認し、設置が適正
に行われたか確認する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

【コイルネット設置工】　アンカー設置：12500円/本　コイルネット設置：7560円/㎡　補
強吊ロープ設置φ12：1333円/ｍ　補強横ロープ設置：1674円/ｍ　【ターンバックル設置】
φ25*350：6956円/本　【コイルネット材料費】：6200400円/1000㎡　【ターンバックル材
料費】φ25*350：3620円/本

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　）
（資料-2　ケイワンコイルネット工法　標準積算資料　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）　・施工範囲等の施工条件により、価格が異なる場合がある。
・ビニール被覆金網や覆式落石防護網には施工不可。

（長　所）「既設落石防護網の全面撤去及び新設せず、既設の構造物を有効活用できる。」
・新たに支柱・金網・アンカーを設置するコストや作業員の負担が軽減される。
・既設構造物の廃棄量・重機の排気ガスを削減し、森林伐採の必要もなく、環境に優しい。
・主に人力施工のため、重機使用による通行止め等交通規制を削減できる。
「構成部材が少量かつ軽量な独自開発のコイルネットや補強ロープ等を取り付ける単純化施
工。」
・工期短縮
・可能吸収エネルギーを既設落石防護網の規格を問わず、150ｋJまで向上させる。



登録No. 1545

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）・落石エネルギーが150kJまでの範囲(網高、設置延長、落石重量等の条件に
よる)・現地の地質条件に応じたアンカー(横・吊ワイヤー用)の打設保持が確保できる範囲。ただ
し、施工難度に差異はある。・アンカー(横・吊ワイヤー用)の打設可能な斜面勾配および斜面形
状であること。・既設落石防護網がポケット式の場合

・落石衝突想定ポイントによる補強必要高さの設定検討を行う。
・地質状況に応じたアンカー(横・吊ワイヤー用)の種類選定検討を行う。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ケイワンコイルネット工法
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（適用できない条件）・想定される落石エネルギーが可能吸収範囲外である場合。(ロープネット
等の発生源対策と併用することで適用できる場合もある)・支柱設置位置が沢状地形で礫・土砂が
溜まり不安定な状態の場合。・既設落石防護網が覆式の場合。・ビニール被覆された金網の場
合。

1）より高エネルギータイプの防護網を検討中。(現状は150kJまでの落石エネルギーに対応)
2）緩衝金具を開発・製作し、実物実験と解析で検証し実用化を計画している。

【実証実験】実物に近い落石実験を行い、データを検証したところ、秒速17.6ｍの速さで落下す
る2.5ｔの試験体を受け止めることができた。【動的応答解析】実証実験で得たデータを参考に、
解析を行ったところ、従来の既設落石防護網では対応できない150ｋＪまでの落石も捕捉できる。
【振り子式衝突実証実験】振り子状に重錘をコイルネットに衝突させ、変形状態を確認したとこ
ろ、コイルネットは150ｋJの衝撃エネルギーを吸収できる性能を有していることが分かった。

資料-3　ケイワンコイルネット工法実証実験結果報告書
資料-6　第2回実証実験　振り子式衝突実証実験

・アンカー(横・吊ワイヤー用)が所定の耐力を保持しているかの耐力確認試験を行う。
・コイルネットを接続しているオーバルスリーブはスエージャーにて圧着確認を行う。

「落石対策便覧」(社団法人日本道路協会 平成12年6月)
「道路土工・擁壁工指針」(社団法人日本道路協会 平成24年7月)
「道路防雪便覧」(社団法人日本道路協会 平成2年5月)
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登録No. 1545

実績件数 公共機関： 0 民間：

発　注　者 施工時期

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ケイワンコイルネット工法

工　事　名



登録No. 1545

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ケイワンコイルネット工法
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施工標準図（1080㎡） 施工断面図

コイルネット設置写真 コイルネット設置イメージ図

実証実験写真 第2回実証実験写真
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